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２．調査の概要 

  

１．調査の目的                                 
 県民の結婚や子どもを持つこと、子育てに関する意識や現状を把握し、奈良県において子どもを生み育てやすい環境づくりを進める取組を検討するための基礎資料を得ることを目的に実施した。 

 

 （１）調査対象        ・夫婦調査：平成25年９月１日現在で結婚している50歳未満の女性       ・独身者調査：平成25年９月１日現在で18歳以上50歳未満の独身の男女  （２）調査項目 夫婦調査、独身者調査のいずれも、平成２０年度に本県が実施した「少子化実態調査」の項目をベースに、一部の項目を削除し、新たな項目を追加。                     ・夫婦調査の調査項目（４８項目）                      ・独身者調査の調査項目（２３項目）      （３）調査方法     訪問留置調査 
 （４）抽出方法       県内市町村から188地点を系統抽出し、当該地点内からエリアサンプリングの手法により上記の調査対象に該当する方を選定。  （５）調査期間 平成25年９月１日～平成25年11月25日   

・就労に関すること ・夫婦の出会いと結婚のきっかけに関すること ・妊娠・出産に関すること ・子育ての手助けの有無及び支援制度の利用に関すること ・子どもを持つことについての考え ・出産や子育ての不安・負担感に関すること ・重要と考える子育て支援策に関すること 等 
・就労に関すること         ・結婚や独身生活、子どもを持つこと等についての考え ・子育てに関するイメージ 等 
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（６）回収結果  配布数 回収数 無効票 有効回答数 有効回答率 夫婦調査 2,115 1,964 80 1,884 89.1％ 独身者調査 1,822 1,653 62 1,591 87.3％  （７）報告書の見方 ①図表中のｎ（Number of case）は、設問に対する回答者数である。 ②回答比率（％）は回答者数（ｎ）を100％として算出し、小数点以下第２位を四捨五入して表示した。四捨五入の結果、内訳の合計が計に一致しないことがある。また、一人の対象者に複数の回答を求める設問では、回答比率（％）の計は100.0％を超える。図中に「ＭＡ ％（複数回答）」「２ＬＡ％（2つまで回答）」「３ＬＡ％（3つまで回答）」の表示がある場合は、複数回答を依頼した質問である。 ③本文中の「今回調査」及び図表中の表記における「H25県調査」は今回の調査結果、 本文中の「前回調査」及び図表中の表記における「H20県調査」は平成20年度に本県が実施した「少子化実態調査」の結果、 本文中の「全国調査」及び図表中の表記における「H22全国調査」は平成22年度に国立社会保障・人口問題研究所が実施した「第14回出生動向基本調査」の結果、 本文中の「H8県調査」は、平成８年度に本県が実施した「これからの子育てや保育に関する県民意識調査」の結果を示している。  なお、調査の年度等の記載の無い図表は今回の調査結果である。 ④図表において、回答選択肢を簡略化して表記している場合がある。    （８）今後必要な対策等     今後必要な対策等は、調査結果を基に下記有識者の協力を得ながら、今後検討すべき施策の方向性などについてまとめた。      石田裕子（奈良佐保短期大学地域こども学科准教授） 菊野春雄（大阪樟蔭女子大学児童学部教授） 宮坂靖子（奈良大学社会学部教授）        （五十音順）                          （９）その他      当報告書は、「奈良県子育て実態調査」の概要版のため、主な調査結果に絞り掲載している。 また、年齢などにより回答者の対象範囲を限定して、本県が過去に実施した調査や全国調査と比較することにより、調査結果の特徴をより的確に表している。別途作成する調査報告書においては、全ての回答結果を掲載する。 
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１ 夫婦調査 

 ３．回答者の属性                               

 

           （１）妻・パートナー（夫）の年齢 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）夫婦の子どもの有無 
 

 

 

 

 

 （３）末子の年齢 
 

 

 

 

 

 （４）妻の現在の就労の有無 
 

 

 

 

 

パートナー（夫）
妻 7.16.0 16.819.8 25.227.8 24.524.7 18.620.3 6.40.00.00.2 1.41.3Ｈ25県調査(n=1,884)Ｈ20県調査(n=982) (%)0 20 40 60 80 100

19歳以下20～24歳25～29歳30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 無回答

12.614.1 22.025.6 23.721.4 18.119.3 10.113.28.00.10.0 0.70.84.64.7 1.0Ｈ25県調査(n=1,884)Ｈ20県調査(n=982)
19歳以下20～24歳25～29歳30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答

(%)0 20 40 60 80 100
87.392.1 5.5 7.97.2 0.0子どもあり 子どもなし 無回答

(%)0 20 40 60 80 100
Ｈ25県調査(n=1,884)Ｈ20県調査(n=982)

15.7 14.0 15.5 12.6 10.4 11.0 4.65.5 10.8Ｈ25県調査(n=1,884) ０～１歳 ２～３歳 ４～６歳７～９歳 10～12歳13～17歳 18歳以上子どもはいない無回答(%)0 20 40 60 80 10050.346.4 41.947.0 7.86.5Ｈ25県調査(n=1,884)Ｈ20県調査(n=982)
就労している 就労していない 無回答

(%)0 20 40 60 80 100
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２ 独身者調査 

（５）婚姻期間 
 

 

 

 

            （１）男女比 
 

 

 

 

 （２）年齢構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）就労の有無 
 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）子どもの有無 
  

 

 

 

 

13.9 23.0 23.9 17.6 13.2 8.4Ｈ25県調査(n=1,884) ０～４年 ５～９年 10～14年 15～19年 20年以上 無回答(%)0 20 40 60 80 100
43.942.8 55.557.2 0.60.0Ｈ25県調査(n=1,591)Ｈ20県調査(n=985)
男性 女性 無回答

(%)0 20 40 60 80 100
11.714.58.910.1

24.8 32.527.535.9
19.2 19.220.5 24.7

14.8 15.612.8 13.7
10.7 11.111.0 8.2

9.5
9.9

5.6
5.94.34.6

2.82.8
3.70.03.50.0

Ｈ25県調査(n=698)Ｈ20県調査(n=422)Ｈ25県調査(n=883)Ｈ20県調査(n=563)
18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳35～39歳 40～44歳45～49歳無回答

(%)0 20 40 60 80 100
男性
女性

54.356.860.062.6
22.930.824.927.5

22.812.315.19.9
Ｈ25県調査(n=698)Ｈ20県調査(n=422)Ｈ25県調査(n=883)Ｈ20県調査(n=563)

就労している 無回答男性
女性 (%)0 20 40 60 80 100

就労していない

4.712.1 77.8 77.8 17.510.1男性(n=698)女性(n=883) いる いない 無回答
(%)0 20 40 60 80 100
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１ 出会い・結婚 

 

【図表1-1-1 結婚年代別 妻の初婚年齢】 

調調査査結結果果ののポポイインントト  ・結婚した年代が遅くなるにつれ、平均初婚年齢が上昇しており、晩婚化が進行している。 ・夫婦が出会ったきっかけは、「友人や兄弟姉妹を通じて」が最も多いが、独身者が希望する交際相手と知り合うきっかけは、「職場や仕事の関係で」が最も多い。 ・前回調査結果と比較すると、夫婦では、「職場や仕事の関係で」や「見合い（親戚・上役などの紹介を含む）」が減少し、「友人や兄弟姉妹を通じて」が増加。一方、独身者では、「友人や兄弟姉妹を通じて」が減少した。 ・独身者の「いずれ結婚するつもり」の割合が、前回調査結果よりも減少し、希望結婚年齢も上昇している。 ・非正規雇用の独身者の結婚意欲は、正規雇用と比較してやや低く、この傾向は男性の方が強い。 

50.928.121.5
49.160.053.2

0.011.925.2
1985～1994年(n=293)1995～2004年(n=773)2005～2013年(n=543)

２４歳以下 ２５～３０歳 ３１歳以上
(%)0 20 40 60 80 100

《平均初婚年齢》24.6歳 27.0歳 28.2歳 

４．調査結果の概要                                   

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）結婚年代別妻の初婚年齢   1985～1994年の間に結婚した妻の初婚年齢は「24歳以下」と「25～30歳」の各年代が半々を占めていたが、1995年以降は、「25～30歳」が５割を超え、「31歳以上」の割合も上昇している。2005～2013年に結婚した人の平均初婚年齢は28.3歳で、1985～1994年の24.6歳と比較すると3.7歳、年齢が高くなっている。  
 

 

 

  

 

 

 〔参考〕  ■平均初婚年齢(奈良県) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※初婚の妻 

出典：人口動態統計（厚生労働省） 
25.7 26.2 27.1 28.0 28.9 29.0 29.128.3 28.3 28.7 29.7 30.4 30.7 30.8

24252627
28293031
32

H2年 H7年 H12年 H17年 H22年 H23年 H24年

（歳）
平均初婚年齢（妻）平均初婚年齢（夫）
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〔参考〕     ■年代別 男性・女性の未婚率 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：国勢調査（総務省） 
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5.6 4.4 4.9 3.6 2.0 7.3 8.24.2 3.9 2.5 7.6 6.68.411.829.653.8
18.7 15.8 16.0 4.96.611.910.512.124.652.6 38.7 15.6020

4060
職場や仕事の関係で

友人や兄弟姉妹を通じて
学校以外のサークル活動

やクラブ活動・習い事で
学校で 街中や旅先で 幼なじみ・隣人関係

見合いで（親戚・上役な
どの紹介も含む）

アルバイトで 公的な出会いイベントで
民間の出会いイベントで

結婚相談所で 民間の街コンで その他 無回答
(3LA%)

ｖ
男性(n=450)女性(n=589)

【図表1-2-1 夫婦の出会いのきっかけ】 
（２）出会いのきっかけ  ①夫婦の①夫婦の①夫婦の①夫婦の出会出会出会出会いのいのいのいのきっかけきっかけきっかけきっかけ    前回調査では、「職場や仕事の関係で」が最も多かったが、今回調査では「友人や兄弟姉妹を通じて」が30.6％で最も多く、次いで「職場・仕事の関係で」が24.2％であるが、前回調査の結果よりも9.4ポイント低下している。全国調査の結果でも両者が二大きっかけとなっている。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②独身者②独身者②独身者②独身者がががが交際相手と知り合うきっかけの希望交際相手と知り合うきっかけの希望交際相手と知り合うきっかけの希望交際相手と知り合うきっかけの希望      「職場や仕事の関係で」が男性53.8％、女性52.6％で最も多く、次いで「友人や兄弟姉妹を通じて」が男性29.6％、女性38.7％となっている。            【図表1-2-2 交際相手と知り合うきっかけの希望】（3つまで回答）             
 ※いずれ結婚するつもりの独身者 

※過去５年間に結婚した初婚どうしの夫婦の妻 ※＊のついた選択肢はH25県調査のみ 
 

0.0
33.6

2.7 9.6 1.45.5 5.124.2 3.69.6 5.06.41.41.82.12.52.86.4 3.6
30.6

5.52.10.00.00.00.00.74.813.726.0
2.4 2.04.80.00.00.00.05.24.211.929.329.7

01020
3040

友人や兄弟姉妹を通じて
職場や仕事の関係で

学校で アルバイトで 学校以外のサークル活動やク
ラブ活動・習い事で

見合いで（親戚・上役などの
紹介も含む）

幼なじみ・隣人関係
街中や旅先で 結婚相談所で 民間の出会いイベントで

公的な出会いイベントで
民間の街コンで その他 無回答

(%) Ｈ25県調査(n=281) Ｈ20県調査(n=146) Ｈ22全国調査(n=1,136)

＊ ＊ ＊ ＊ 
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（３）独身者の結婚意欲等  ①就労形態①就労形態①就労形態①就労形態    独身者の就労形態をみると、男女とも「正規職員」が約４割を占め、「パート・アルバイト」と「派遣・嘱託・契約社員」を合わせた非正規雇用の割合は、男性（19.6％）に比べ、女性（30.7％）のほうが高い。 【図表1-3-1 就労形態】                          
 

 

 

 

 

 

＊Ｈ20県調査及びＨ22全国調査では「自営業主・家族従事者・内職」が１つの項目 ※無回答を除く 

42.543.348.0
11.39.79.3

8.35.1 6.7 4.7
8.0

8.9
21.730.023.35.8

5.42.85.1Ｈ25県調査(n=539)Ｈ20県調査(n=370)Ｈ22全国調査(n=3,495)
正規職員パート・アルバイト派遣・嘱託・契約社員 自営業主＊家族従業者・内職＊無職・家事学生

(%)0 20 40 60 80 100
男性

37.140.443.1
20.817.015.3

9.99.98.4
10.4 18.923.123.31.92.2

1.51.57.47.9
Ｈ25県調査(n=750)Ｈ20県調査(n=507)Ｈ22全国調査(n=3,270)

正規職員パート・アルバイト派遣・嘱託・契約社員自営業主＊家族従業者・内職＊無職・家事学生
(%)0 20 40 60 80 100

女性
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②結婚することの利点②結婚することの利点②結婚することの利点②結婚することの利点      男性の場合、結婚に「利点があると思う」の割合は59.9％で、「利点はないと思う」の割合の32.9％を上回っているものの、女性の79.5％に比べ19.6ポイント低い。また、「利点があると思う」の割合は前回調査の65.9％から59.9％に低下している。   これに対し、女性の場合、結婚に「利点があると思う」の割合は79.5％で、「利点はないと思う」の割合の16.7％を大きく上回っており、前回調査及び全国調査の割合に比べ高い。  【図表1-3-2 結婚することの利点】                     

65.962.8 32.233.9 1.93.3
59.9 32.9 7.3Ｈ25県調査(n=426)Ｈ20県調査(n=317)Ｈ22全国調査(n=3,845)

利点があると思う 利点はないと思う 無回答
(%)0 20 40 60 80 100

男性

※20～39歳の結婚経験のない未婚者 
76.875.7 22.121.4 1.12.9
79.5 16.7 3.8Ｈ25県調査(n=557)Ｈ20県調査(n=439)Ｈ22全国調査(n=3,303)

利点があると思う 利点はないと思う無回答
(%)0 20 40 60 80 100

女性
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81.287.480.5
12.710.415.9

6.1
3.52.2

Ｈ25県調査(n=426)Ｈ20県調査(n=317)Ｈ22全国調査(n=3,845)
利点があると思う 利点はないと思う 無回答

(%)0 20 40 60 80 100
男性

88.793.287.4
7.95.59.3 3.21.4

3.4Ｈ25県調査(n=557)Ｈ20県調査(n=439)Ｈ22全国調査(n=3,303)
利点があると思う 利点はないと思う 無回答

(%)0 20 40 60 80 100
女性

 ③独身生活の利点③独身生活の利点③独身生活の利点③独身生活の利点      男女とも、独身生活に「利点があると思う」が80％台で、女性に比べ男性の割合が7.5ポイント低く、「利点はないと思う」の割合が4.8ポイント高い。 前回調査の結果に比べ、「利点があると思う」の割合は男女とも低下し、男女とも全国調査の結果とほぼ同水準となっている。  【図表1-3-3 独身生活の利点】                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※20～39歳の結婚経験のない未婚者  
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67.1 83.784.9
13.8 8.210.5

19.08.24.6
Ｈ25県調査(n=426)Ｈ20県調査(n=331)Ｈ22全国調査(n=3,845)

いずれ結婚するつもり一生結婚するつもりはない 無回答
(%)0 20 40 60 80 100

男性
 ④④④④結婚意欲結婚意欲結婚意欲結婚意欲      独身者の「いずれ結婚するつもり」の割合は、男性67.1％に対し、女性は72.9％となっている。   また、前回調査の結果に比べ、男女とも低下し、全国調査の結果よりも低い。 男性で「一生結婚するつもりはない」の割合が前回調査より上昇する一方で、女性では低下している。  【図表1-3-4 結婚意欲】                       ※20～39歳の結婚経験のない未婚者 

72.983.287.4
6.1 9.78.0

21.0 7.14.6
Ｈ25県調査(n=557)Ｈ20県調査(n=464)Ｈ22全国調査(n=3,303)

いずれ結婚するつもり 一生結婚するつもりはない無回答
(%)0 20 40 60 80 100

女性
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51.048.755.2
47.948.044.1

1.03.20.8
Ｈ25県調査(n=286)Ｈ20県調査(n=277)Ｈ22全国調査(n=3,264)

ある程度の年齢までには結婚するつもり理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない無回答
(%)0 20 40 60 80 100

男性

 ⑤結婚時期についての考え⑤結婚時期についての考え⑤結婚時期についての考え⑤結婚時期についての考え      男女とも「ある程度の年齢までには結婚するつもり」が50％を超えている。男性の場合、「理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない」が47.9％で、「ある程度の年齢までには結婚するつもり」の割合との差は小さく、結婚時期の考え方が二分されている。 これに対し、女性の場合、「理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない」は42.4％で、「ある程度の年齢までには結婚するつもり」の割合より14.0ポイント低くなっている。  【図表1-3-5 結婚時期についての考え】                      
56.455.255.5

42.442.043.1
1.22.81.4

Ｈ25県調査(n=406)Ｈ20県調査(n=386)Ｈ22全国調査(n=2,887)
ある程度の年齢までには結婚するつもり理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない無回答

(%)0 20 40 60 80 100
女性

※いずれ結婚するつもりの20～39歳の結婚経験のない未婚者
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⑥⑥⑥⑥就労就労就労就労形態別形態別形態別形態別    結婚時期についての考え結婚時期についての考え結婚時期についての考え結婚時期についての考え    「いずれ結婚するつもり」と回答した人のうち、「ある程度の年齢までには結婚するつもり」の割合は、男女とも非正規職員より正規職員が高い割合となっている。  【図表1-3-6 就労形態別 結婚時期についての考え】                               
※いずれ結婚するつもりの20～39歳の回答者 （学生、無職・家事、自営業主、家族従業者・内職、40歳以上及び年齢不詳・無回答を除く） ※「非正規職員」は問４の「あなたの現在のおつとめの状況」で「パート・アルバイト」「派遣・嘱託・契約社員」のいずれかに回答した者。   

49.642.2 50.457.8正規職員(n=121)非正規職員(n=45) (%)0 20 40 60 80 100
ある程度の年齢までには結婚するつもり理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない男性

58.753.4 41.346.6正規職員(n=143)非正規職員(n=116)
ある程度の年齢までには結婚するつもり理想的な相手が見つかるまでは結婚しなくてもかまわない

(%)0 20 40 60 80 100
女性
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今今後後必必要要なな対対策策等等  ・前回調査結果と比較すると、独身者の結婚への意欲の低下が見られることから、結婚について夢を抱けるようなポジティブキャンペーン等により結婚に向けた啓発に取り組むとともに、結婚を応援する気運の醸成、職場や仕事の関係などで交際相手と知り合えるような活動を広げることが必要。 ・特に、非正規雇用の独身者の結婚意欲が正規雇用と比べて低いことから、雇用対策を少子化対策の重要な柱の一つと位置づけ、さらに強化していくことが必要。  

 ⑦⑦⑦⑦希望結婚年齢希望結婚年齢希望結婚年齢希望結婚年齢      各年代の独身者が希望する結婚年齢の平均をみると、前回調査の結果に比べ、男女とも18～19歳の男性を除いて上昇している。  【図表1-3-7 希望結婚年齢】                           
 

 

 

 

 

 

 

 

  

※いずれ結婚するつもりの独身者（40歳以上及び年齢不詳除く） 

28.229.331.936.639.930.4
36.333.7

28.028.20 10 20 30 40 50

Ｈ25県調査Ｈ20県調査

(歳)18～19歳(H25:n=56,H20:n=49)20～24歳(H25:n=104,H20:n=110)25～29歳(H25:n=82,H20:n=58)30～34歳(H25:n=56,H20:n=41)35～39歳(H25:n=38,H20:n=27)
男性 27.227.730.635.439.229.3

38.333.4
26.026.5

0 10 20 30 40 50

Ｈ25県調査Ｈ20県調査

(歳)18～19歳(H25:n=61,H20:n=42)20～24歳(H25:n=165,H20:n=170)25～29歳(H25:n=120,H20:n=100)30～34歳(H25:n=65,H20:n=48)35～39歳(H25:n=39,H20:n=16)

女性
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調調査査結結果果ののポポイインントト  ・妊娠・出産経験者の妊娠・出産に関する不安や心配ごとの医療機関以外の身近な相談先としては、約８割の人が「友人・家族」としている。 ・不妊について、「心配したことがある」と「心配している」を合わせると、前回調査結果と同様、およそ4人に1人。そのうち約４割の方が医療機関にかかっていない 
２ 妊娠・出産 
  

 

 

 

 

 

（１）妊娠・出産に関する相談先 妊娠・出産に関する不安や心配ごとについて、医療機関以外の相談先としては、「友人・家族」が81.7％で最も多く、これに次いで「市町村の保健センター・保健所」の19.9％となっている。          【図表2-1 妊娠・出産に関する相談先】（複数回答）                   〔参考〕 ■母親の平均出産年齢（奈良県） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※妊娠・出産経験のある妻 

出典：人口動態統計（厚生労働省） 

81.719.97.55.04.91.50.73.5

0 20 40 60 80 100友人・家族市町村の保健センター・保健所民間の妊娠・出産に関わる機関医療機関以外に不安や心配ごとは相談しなかった不安や心配ごとはなかったその他の機関市町村の保健センター・保健所以外の行政機関無回答

(MA%)(n=1,645)

27.5 28.3 29.2 30.0 29.9 30.329.9 30.5 31.3 32.0 32.2 32.331.9 32.4 32.7 33.2 33.6 33.4

262728
293031
323334

H7年 H12年 H17年 H22年 H23年 H24年第１子出生時の母の平均年齢第2子出生時の母の平均年齢第3子出生時の母の平均年齢
第１子出生時第１子出生時第１子出生時第１子出生時第２子出生時第２子出生時第２子出生時第２子出生時第３子出生時第３子出生時第３子出生時第３子出生時
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57.163.9 21.9 25.52.8 2.918.2 7.7Ｈ25県調査(n=1,884)Ｈ20県調査(n=864)
子どもができないことを心配したことはない過去に子どもができないのではないかと心配したことがある現在、子どもができないのではないかと心配している無回答

(%)0 20 40 60 80 100

43.844.1 51.750.6 3.22.9 2.41.3Ｈ25県調査(n=466)Ｈ20県調査(n=245)
心配はしたが、特に医療機関にかかったことはない過去に検査や治療を受けたことがある 現在、検査や治療を受けている無回答

(%)0 20 40 60 80 100
今今後後必必要要なな対対策策等等  ・不妊について、「心配したことがある」と「心配している」を合わせた約４割の方が医療機関にかかっていないことから、不妊に悩む方々が、その悩みに応じた相談・支援を受けられるようにすることが必要。 ・妊娠・出産に関する地域の身近な支援・相談窓口を充実し、それを広く周知するなど、気軽に相談できる環境づくりを進めることが必要。  

（２）不妊  ①不妊についての心配①不妊についての心配①不妊についての心配①不妊についての心配    「子どもができないことを心配したことはない」の割合が57.1％と半数以上を占めている。 一方、「過去に子どもができないのではないかと心配したことがある」の割合が21.9％、「現在、子どもができないのではないかと心配している」の割合が2.8％となっており、いずれも前回調査の結果に比べ低下しているが、４人に１人が過去に不妊を心配した、または、現在不妊を心配している。 【図表2-2-1 不妊についての心配】           ②不妊についての治療経験②不妊についての治療経験②不妊についての治療経験②不妊についての治療経験    「過去に子どもができないのではないかと心配したことがある」もしくは「現在、子どもができないのではないかと心配している」のいずれかを回答した人の治療については、「現在、検査や治療を受けている」の割合は3.2％で、「過去に検査や治療を受けたことがある」の割合の51.7％を合わせると、治療経験のある割合が54.9％となっており、半数程度の人は医療機関を受診している。 【図表2-2-2 不妊についての治療経験】                
 

※回答者全数 

※「過去に子どもができないのではないかと心配したことがある」及び「現在、子どもができないのではないかと心配している」の回答者 
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《平均人数》 2.17人 2.08人 1.96人 
1.71.56.4

17.614.415.9
48.359.856.2

27.223.519.4
5.20.82.2

Ｈ25県調査(n=290)Ｈ20県調査(n=132)Ｈ22全国調査(n=1,385)
子どもはいない１人 ２人 ３人 ４人以上

(%)0 20 40 60 80 100

調調査査結結果果ののポポイインントト  ・初婚どうしの夫婦に生まれた子ども数は、前回調査及び全国調査の結果を上回っている。 ・「予定子ども数」も前回調査結果より増加し、全国調査結果を上回った。また、理想子ども数と予定子ども数との差は縮まった。 ・理想の子ども数を持たない最大の理由は、前回調査及び全国調査の結果と同様、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」である。また、「高齢で生むのはいやだから」は、前回同様2番目に多く、前回調査結果よりも割合が増加。 ・「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」という考え方について、夫婦調査では、前回よりも肯定する考えが減少している。子どもがいない独身者では、男性に比べ女性の方が、肯定する考えが多くなっている。 ・「子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい）」と思う割合は、夫婦調査及び独身者調査ともに、前回調査結果よりも増加している。 

３ 子ども数等   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）出生した子ども数 ①出生した子ども数①出生した子ども数①出生した子ども数①出生した子ども数    夫婦間の最終的な子ども数（全国調査にあわせ結婚持続期間が15～19年の夫婦間の子ども数と定義）をみると、「２人」の割合が48.3％で最も高く、次いで「３人」の割合が27.2％となっている。 前回調査の結果に比べ、「２人」の割合は低下し、「３人」の割合が上昇している。 また、全国調査の結果に比べ「３人」の割合が高く、子どもの平均数は2.17人であり、前回調査及び全国調査の結果に比べ多い。 【図表3-1-1 出生した子ども数】           
 

 

 

 

 

 

※結婚持続期間15～19年の初婚どうしの妻 



 

- 18 - 

    ②②②②結婚時の妻の年齢別結婚時の妻の年齢別結婚時の妻の年齢別結婚時の妻の年齢別    出生子ども数出生子ども数出生子ども数出生子ども数    結婚時の妻の年齢別に出生数をみると、23～24歳が2.07人に落ちているものの、前回並びに全国平均を上回っている。また、結婚時の妻の年齢が上昇すると、出生した子ども数が減少している。 【図表3-1-2 結婚時の妻の年齢別出生子ども数】                 ③③③③結婚持続期間別結婚持続期間別結婚持続期間別結婚持続期間別    出生子ども出生子ども出生子ども出生子ども数数数数    初婚どうしの夫婦の間に生まれた子どもの平均人数は1.94人で、前回調査の1.89人から0.05人増加し、全国調査の1.71人に比べ0.23人多い。 結婚持続期間別では、０～４年を除く各期間で前回調査及び全国調査の平均人数を上回っている。 【図表3-1-3 結婚持続期間別 出生子ども数】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※初婚どうしの夫婦の妻 ※無回答及び結婚継続期間不詳を除く 
 

※結婚持続期間15～19年の初婚どうしの妻 ※ｎ数＝     23歳未満 23～24歳 25～26歳 27～28歳 29～30歳 31歳以上 Ｈ25年県調査  39    69    80    62    43    15 前回県調査      12     30        43        21        21 全国調査       218       330       414       248       129       53 ※H20県調査は29歳以降の内訳不明（現状値は29歳以上） 

0.71
1.88 2.252.17

0.97
2.171.87 1.941.941.941.942.082.121.751.02

2.19 1.891.891.891.892.221.961.60 1.711.711.711.71
01
23

０～４年 ５～９年 10～14年 15～19年 20年以上 計

(人) Ｈ25県調査(n=1,464)Ｈ20県調査(n=757)Ｈ22全国調査(n=6,658)

1.731.731.731.731.43
2.382.382.382.38 2.282.282.282.28 2.262.262.262.26 2.002.002.002.002.072.072.072.07 1.862.172.17 2.14 2.14 1.631.941.962.062.15

1.301.501.701.902.102.302.50
２３歳未満 ２３～２４歳 ２５～２６歳 ２７～２８歳 ２９～３０歳 ３１歳以上

（人）

Ｈ25県調査 Ｈ20県調査 Ｈ22全国調査
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〔参考〕 ■合計特殊出生率の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：人口動態統計（厚生労働省） 

1.54 1.42 1.36 1.39 1.39 1.41
1.19 1.271.26 1.251.361.49 1.30 1.32

1.001.001.001.001.101.101.101.101.201.201.201.201.301.301.301.301.401.401.401.401.501.501.501.501.601.601.601.60

HHHH2222年年年年 HHHH7777年年年年 HHHH12121212年年年年 HHHH17171717年年年年 HHHH22222222年年年年 HHHH23232323年年年年 HHHH24242424年年年年全国奈良県
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8.64.9 6.4 5.4 8.910.6 9.9 8.3 8.3 5.6 4.65.3
56.1 35.6 16.8 13.2 12.5 8.9 10.811.2 7.1 5.9 9.76.710.027.958.0

13.4 13.0 16.4 16.7 7.36.59.611.630.853.0 16.3 16.9 15.3 14.7 12.302040
6080

子育てや教育にお金がかかり
すぎるから

高年齢で生むのはいやだから
健康上の理由から 欲しいけれどもできないから

これ以上、育児の心理的、肉
体的不安に耐えられないから

家が狭いから 自分の仕事（勤めや家業）に
差し支えるから

夫の家事・育児への協力が得
られないから

夫が望まないから 末子が夫の定年退職までに成
人してほしいから

自分や夫婦の生活を大切にし
たいから

子どもがのびのび育つ環境で
はないから

その他 無回答
(MA%) Ｈ25県調査(n=303)Ｈ20県調査(n=269)Ｈ22全国調査(n=2,093)

（２）理想の子ども数等  ①①①①理想子ども数と出産予定子ども数理想子ども数と出産予定子ども数理想子ども数と出産予定子ども数理想子ども数と出産予定子ども数    予定子ども数（平均）は2.22人で、理想子ども数（平均）の2.42人に比べ0.2人少なくなっている。 前回調査の結果に比べ、理想子ども数は0.06人と減ったが、予定子ども数は0.05人増えている。 また、理想子ども数は全国調査の結果と同水準であるが、予定子ども数は奈良県が0.15人多くなっている。理想子ども数と予定子ども数の差は、0.2人で、前回調査の差（0.31人）より0.11人、全国調査の差（0.35人）よりも0.15人差が少ない。 【図表3-2-1 理想の子どもの人数と出産予定の子どもの人数】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②②②②理想子ども理想子ども理想子ども理想子ども数より数より数より数より出産予定子ども出産予定子ども出産予定子ども出産予定子ども数が少ない理由数が少ない理由数が少ない理由数が少ない理由    「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」の割合が56.1％で、前回調査及び全国調査の結果同様、最も高い。次いで「高年齢で生むのはいやだから」の割合が高く、前回調査に比べ7.7ポイント上昇し、全国調査に比べ4.8ポイント高くなっている。 【図表3-2-2 予定の子どもの人数が理想の子どもの人数より少ない理由】（複数回答）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※初婚どうしの夫婦の妻 ※無回答及び不詳を除く 
 

※予定子ども数が理想子ども数を下回る初婚どうしの夫婦の妻 

※「予定子ども数」とは今後予定の子ども数と現在の子ども数の合計である。 
1.94 1.89 1.710.28 0.362.482.42 2.072.22 2.422.170.28

01
23

理想子ども数(n=1,474) 予定子ども数(n=1,266) 理想子ども数(n=757) 予定子ども数(n=757) 理想子ども数(n=6,490) 予定子ども数(n=6,462)
(人) 【Ｈ20県調査】 【Ｈ22全国調査】【Ｈ25県調査】

理想子ども数 今後予定の子ども数現在の子ども数



 

- 21 - 

（３）子どもを持つことについての考え   ①①①①「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」ことに対する考え「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」ことに対する考え「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」ことに対する考え「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」ことに対する考え    夫婦調査では、「そう思う」が62.1％に対し「そう思わない」は34.2％で、母親は家にいるのが望ましいと思う割合のほうが高いが、前回調査の72.1％に比べ10.0ポイント低下し、「そう思わない」の割合が上昇している。 【図表3-3-1① 夫婦調査「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」に対する考え】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 独身者調査では、「そう思う」の割合は、男女とも６割を占め、男性に比べ女性のほうがやや高い。 【図表3-3-1② 独身者・男女別「少なくとも子どもが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」に対する考え】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※初婚どうしの夫婦の妻 
62.172.169.5

34.226.026.5
3.71.94.0

Ｈ25県調査(n=1､560)Ｈ20県調査(n=864)Ｈ22全国調査(n=6,705)
そう思う そう思わない 無回答

(%)0 20 40 60 80 100
夫婦

65.962.269.2
24.024.823.7

10.113.07.1
全体(n=1,591)男性(n=698)女性(n=883)

そう思う そう思わない 無回答
(%)0 20 40 60 80 100

独身者（子どもがいない独身）
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81.676.985.8
8.410.0 7.1

10.013.07.0
全体(n=1,591)男性(n=698)女性(n=883)

そう思う そう思わない無回答
(%)0 20 40 60 80 100

独身者（子どもがいない独身）

今今後後必必要要なな対対策策等等  ・理想の子ども数を持たない最大の理由は、前回調査結果と同様、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」である。経済的支援については、基本的には、児童手当制度や教育費の負担軽減策、税の控除制度など、国の制度拡充の検討が必要。 ・地域においても、子育てを応援する気運の醸成を図り、企業・店舗等地域の一員による子育て応援活動の取組を拡充していくことが必要。 ・理想の子ども数を持たない理由の第２位である「高年齢で生むのはいやだから」は、前回調査結果よりも増加しており、全国調査結果の割合より高いため、妊娠・出産について適切な時期に正確な情報提供を行い、高年齢になる前に自身のライフプランを思い描くことを促進することが必要。 

②「子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい）」に対する考え②「子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい）」に対する考え②「子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい）」に対する考え②「子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい）」に対する考え    夫婦調査では、「そう思う」の割合は前回調査も今回調査も９割以上となっている。 【図表3-3-2① 夫婦調査「子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい）」に対する考え】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 独身調査では「そう思う」の割合は８割前後で男性に比べ女性の方がやや高い。 【図表3-3-2② 独身者・男女別「子どもがいたら生活は楽しくなると思う（楽しい）」に対する考え】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

94.495.8 3.11.5 1.24.2Ｈ25県調査(n=1､560)Ｈ20県調査(n=864)
そう思う そう思わない

(%)0 20 40 60 80 100
夫婦 無回答

※初婚どうしの夫婦の妻 
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14.818.910.4
35.634.040.2

30.932.036.4
15.013.612.1

3.71.41.0
Ｈ25県調査(n=761)Ｈ20県調査(n=359)Ｈ８県調査(n=661)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じないまったくそう感じない無回答

(%)0 20 40 60 80 100

調調査査結結果果ののポポイインントト  ・子育ての「身体的・体力的な不安・負担感」、「心理的・精神的な不安・負担感」、「金銭的・経済的な不安・負担感」のいずれについても、「まったくそう感じる」が減少。 ・子育てについてパートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じていたり、よく話し合っている妻やの方が、 子育てに対する心理的・精神的な不安・負担感の「まったくそう感じる」「どちらかといえばそう感じる」が、ともに低い。 ・「子育てを楽しいと感じることの方が多い」について、夫婦調査では前回調査結果と比較して増加。また、子どもがいない独身者は、「子育てを楽しいと思う」割合が夫婦調査結果と比較して、大幅に低くなっている。 

４ 子育ての状況   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）子育ての不安・負担感  ①子育て①子育て①子育て①子育てのののの身体的・体力的な身体的・体力的な身体的・体力的な身体的・体力的な不安・不安・不安・不安・負担感負担感負担感負担感    子育てに身体的・体力的な不安・負担を感じている割合（「まったくそう感じる」と「どちらかといえばそう感じる」の割合の合計、以下同じ）は50.4％を占め、前回調査の52.9％に比べ低下しているものの、２人に１人は不安・負担を感じている。 【図表4-1-1 身体的・体力的な不安・負担感】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 
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12.314.6 32.935.6 36.834.5 18.115.3就労している(n=277)就労していない(n=432)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じないまったくそう感じない

(%)0 20 40 60 80 100

13.319.811.9
32.7 34.536.3

33.9 33.735.9
16.39.715.3

3.8
0.62.2

Ｈ25県調査(n=761)Ｈ20県調査(n=359)Ｈ８県調査(n=661)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じるどちらかといえばそう感じないまったくそう感じない無回答

(%)0 20 40 60 80 100

②②②②子育て子育て子育て子育てのののの心理心理心理心理的・的・的・的・精神的精神的精神的精神的なななな不安・不安・不安・不安・負担感負担感負担感負担感    子育てに心理的・精神的な不安・負担を感じている割合は46.0％で、前回調査の54.3％に比べ8.3ポイント低下している。これに対し、心理的・精神的な不安・負担を感じていない割合（「まったくそう感じない」と「どちらかと言えばそう感じない」の合計、以下同じ）は前回調査の43.4％から50.2％に上昇している。 【図表4-2-1 心理的・精神的な不安・負担感】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③妻の就労有無別③妻の就労有無別③妻の就労有無別③妻の就労有無別    子育て子育て子育て子育ての心理的・精神的な不安・負担感の心理的・精神的な不安・負担感の心理的・精神的な不安・負担感の心理的・精神的な不安・負担感    妻の就労有無別に、子育ての心理的・精神的な不安・負担感をみると、就労の有無に関わらず、半数前後は心理的・精神的な不安・負担を感じ、未就労者の不安・負担を感じている割合（50.2％）の方が就労者の不安・負担を感じている割合（45.2％）に比べ高くなっている。 【図表4-3-1 妻の就労有無別 心理的・精神的な不安・負担感】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、子育ての心理的・精神的な不安・負担感については次のクロス分析を行った。 ・小さな子どもとのふれ合ったり世話をした経験の有無別  Ｐ26 図表4-2-2 ・パートナー（夫）との子育て一体感別        Ｐ27 図表4-3-1②  ・パートナー（夫）との話し合い状況別  Ｐ28 図表4-3-3 ・母親からの手助けの有無別  Ｐ32 図表5-1-2 ・子育てに関する相談相手の有無別  Ｐ33 図表5-2-2    

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻（無回答除く） ※「就労している」は、問４の「あなたの現在のおつとめの状況」で「正規職員」「パート・アルバイト」「派遣・嘱託・契約社員」「自営業主」「家族従事者・内職」のいずれかに回答した者。「就労していない」は、「無職・家事」「学生」のいずれかを回答した者 
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24.836.217.5
44.8 35.735.5

19.622.031.7
7.4
14.8

3.41.70.54.5Ｈ25県調査(n=761)Ｈ20県調査(n=359)Ｈ８県調査(n=661)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じないまったくそう感じない無回答

(%)0 20 40 60 80 100

 ④④④④子育て子育て子育て子育てのののの金銭的・経済的な金銭的・経済的な金銭的・経済的な金銭的・経済的な不安・不安・不安・不安・負担感負担感負担感負担感    子育てに金銭的・経済的な不安・負担を感じている割合は69.6％で、前回調査の結果に比べ、「まったくそう感じる」の割合が36.2％から24.8％と11.4ポイント低下している。しかし、「どちらかといえばそう感じる」の割合が上昇しており、不安・負担を感じている割合には大きな変化はない。  【図表4-4-1 金銭的・経済的な不安・負担感】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 
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16.817.3 24.324.5 55.856.8 3.01.4Ｈ25県調査(n=761)Ｈ20県調査(n=359)
よくあった ときどきあった なかった 無回答

(%)0 20 40 60 80 100

（２）小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験 

 

 ①①①①小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験    自分の子どもが生まれるまでの間に、小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験が、「よくあった」の割合が16.8％、「ときどきあった」の割合が24.3％で合わせて41.1％となっている。これに対し、「なかった」の割合は55.8％で、前回調査の結果からはほとんど変化はない。 【図表4-2-1 小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ②②②②小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験の有無の有無の有無の有無別別別別    子育ての子育ての子育ての子育ての心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感    小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験のある人で子育ての心理的・精神的な不安・負担を感じている割合は45.4％に対し、ふれ合ったり世話をした経験のない人では49.0％であり、大きな差はみられないが、ふれ合ったり世話をした経験のあるほうがやや低くなっている。 【図表4-2-2 小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験の有無別 心理的・精神的な不安・負担感】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 （無回答を除く） ※「小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験あり」は「よくあった」「時々あった」のいずれかを回答した者 

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 

11.415.2 34.033.8 33.336.9 21.214.0小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験あり(n=306)小さな子どもとふれ合ったり世話をした経験なし(n=420)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じないまったくそう感じない

(%)0 20 40 60 80 100
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（３）パートナー（夫）との関係 ➀パートナー（夫）との子育て一体感別➀パートナー（夫）との子育て一体感別➀パートナー（夫）との子育て一体感別➀パートナー（夫）との子育て一体感別    子育ての子育ての子育ての子育ての心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感    パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じている妻が80.3％を占めているが、前回調査からほとんど変化はない。 【図表4-3-1① パートナー（夫）との子育て一体感】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じている妻が子育てに心理的・精神的な不安・負担を感じる割合は45.5％に対し、不安・負担を感じない割合は54.5％となっている。一方、パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じていない妻では、子育てに心理的・精神的な不安を感じている割合が高く、パートナー（夫）の子育てへの協力の有無により不安感・負担感の程度に違いがみられる。 【図表4-3-1② パートナー（夫）との子育て一体感別 心理的・精神的な不安・負担感】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.419.3 33.1 39.5 36.9 26.9 17.614.3パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じている(n=607)パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じていない(n=119)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じないまったくそう感じない

(%)0 20 40 60 80 100

40.639.0 39.740.7 12.213.9 3.74.51.93.8Ｈ25県調査(n=761)Ｈ20県調査(n=359)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じるどちらかといえばそう感じないまったくそう感じない無回答

(%)0 20 40 60 80 100

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 ※無回答を除く ※「パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じている」は「まったくそう感じる」「どちらかといえばそう感じる」のいずれかを回答した者。「パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じていない」は「まったくそう感じない」「どちらかといえばそう感じない」のいずれかを回答した者。 

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 
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②パートナー（夫）との関係②パートナー（夫）との関係②パートナー（夫）との関係②パートナー（夫）との関係    「➀パートナー（夫）は家族と一緒に過ごす時間をつくる努力をしている」の割合（「あてはまる」の割合と「どちらかといえばあてはまる」の合計）が78.7％で最も高い。これに対し「⑤私とパートナー（夫）は子育てや家事等を分担し助け合っている」の割合が54.0％で最も低く、あてはまらない割合（「あてはまらない」の割合と「どちらかといえばあてはまらない」の割合の合計）が41.7％と最も高くなっている。 【図表4-3-2 パートナー（夫）との関係】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③パートナー（夫）との話し合い状況別③パートナー（夫）との話し合い状況別③パートナー（夫）との話し合い状況別③パートナー（夫）との話し合い状況別    子育ての子育ての子育ての子育ての心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感    子育てについてパートナー（夫）とよく話し合っている妻のほうが、そうでない妻に比べ、子育ての心理的・精神的な不安・負担を感じている割合は低い。 【図表4-3-3 パートナー（夫）との話し合い状況別 心理的・精神的な不安・負担感】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子どもがいる妻 

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 （無回答を除く） 

44.028.328.031.722.6
34.740.736.938.231.4

11.717.019.918.726.1
5.59.710.67.215.6 4.34.3
4.64.4
4.2①ﾊﾟｰﾄﾅｰ（夫）は家族と一緒に過ごす時間をつくる努力をしている②パートナー（夫）は私の悩みや不満によく耳を傾けてくれる③パートナー（夫）は私の仕事や家事、子育てをねぎらってくれる④子育てについてパートナー（夫）とよく話し合っている⑤私とパートナー（夫）は子育てや家事等を分担し助け合っている

あてはまる どちらかといえばあてはまるどちらかといえばあてはまらないあてはまらない無回答(n=1,645)

(%)0 20 40 60 80 100

11.122.4 33.3 36.5 37.0 29.5 18.611.5子育てについてパートナー（夫）とよく話し合っている(n=570)子育てについてパートナー（夫）とよく話し合っていない(n=156)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じないまったくそう感じない

(%)0 20 40 60 80 100
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14.418.9 49.4 58.4 20.6 9.8 9.85.3 5.10.6 2.0 5.8男(n=543)女(n=687) 楽しいと思う
楽しいと思うこととつらいと思うことが同じくらいつらいと思うその他わからない 無回答

(%)0 20 40 60 80 100
独身者（子どもがいない独身）

（４）子育ての楽しさ  ①子育ての楽しさ・つらさ①子育ての楽しさ・つらさ①子育ての楽しさ・つらさ①子育ての楽しさ・つらさ    夫婦調査では、前回調査の結果に比べ、子育てを「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」の割合が37.6％から27.7％と9.9ポイント低下する一方、「楽しいと感じることの方が多い」の割合が59.1％から64.4％と5.3ポイント上昇している。 独身者調査では、子育てを「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」の割合が男性では49.4％、女性では58.4％を占め、いずれも「楽しいと思う」の割合を大きく上回っており、男性に比べ女性で高くなっている。 【図表4-4-1 子育ての楽しさ・つらさ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ②パートナー（夫）との子育て一体感②パートナー（夫）との子育て一体感②パートナー（夫）との子育て一体感②パートナー（夫）との子育て一体感別別別別    子育ての楽しさ・つらさ子育ての楽しさ・つらさ子育ての楽しさ・つらさ子育ての楽しさ・つらさ    パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じている妻は、子育てを「楽しいと感じることの方が多い」の割合が高くなっている。 【図表4-4-2 パートナー（夫）との子育て一体感別子育ての楽しさ・つらさ】 
 

 

 

 

 

 

64.459.1 27.737.6 2.22.5 0.00.7 0.61.4 0.63.3Ｈ25県調査(n=761)Ｈ20県調査(n=359)
楽しいと感じることの方が多い楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらいつらいと感じることの方が多い その他わからない無回答

(%)0 20 40 60 80 100
夫婦 

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 

69.950.8 26.340.0 2.33.3 0.80.05.8 0.7パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じている(n=605)パートナー（夫）と一緒に子育てをしていると感じていない(n=120)
楽しいと感じることの方が多い楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらいつらいと感じることの方が多い その他わからない

(%)0 20 40 60 80 100※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 
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87.373.368.167.756.252.618.812.79.21.31.60.10.53.3

0 20 40 60 80 100子どもの成長に立ち会えること子どもの様子を見ているだけで楽しい子育てを通じて自分が成長できること家族のきずなが強まること子育てを通じて生活が充実すること子どもを通じてつきあいが広がること子育てを通じて自分に自信が持てること子育ての経験が仕事などの役に立つこと次代の社会を担う子どもを育てることに携われること仕事等の後継者を育てられることその他特にないわからない無回答

(MA%)(n=761)

今今後後必必要要なな対対策策等等  ・パートナー（夫）とのコミュニケーションがある妻の方が、コミュニケーションがない妻に比べて、心理的・精神的な不安・負担感が低いことから、妻とパートナー（夫）が互いに協力し合いながら子育てすることが大切。 ・子どもがいない独身者は、子どもがいる妻に比べ、子育てを楽しいと思う割合が極端に低いことから、独身者に対して、子どもを育てる喜びをアピールし、マイナスイメージを払拭する取組等を推進する必要がある。 

 ③③③③子育ての楽しさの内容子育ての楽しさの内容子育ての楽しさの内容子育ての楽しさの内容    子育てについてどのようなところが楽しいかについて、6歳未満の子どもがいる夫婦の妻では「子どもの成長に立ち会えること」の割合が87.3％で最も高く、次いで「子どもの様子を見ているだけで楽しい」の割合が73.3％となっている。 以下、半数以上の人が選んだものは、「家族のきずなが強まること」（67.7％）、「子育てを通じて自分が成長できること」（68.1％）、「子育てを通じて生活が充実すること」（56.2％）、「子どもを通じてつきあいが広がること」（52.6％）となっている。 【図表4-4-３ 子育ての楽しさの内容】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 
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調調査査結結果果ののポポイインントト  ・妻またはパートナー（夫）の母親からの手助けがある妻の方が、手助けがない妻に比べて、子育ての心理的・精神的な不安・負担感を感じる割合が低い。 ・子育てに関する相談相手数は、「３名以上はいる」が減少するなど、全体的に相談相手が減少傾向にある。また、相談相手数が少ない人ほど、心理的・精神的な不安・負担感は高くなっている。 
５ 子育ての手助け・相談等   

 

 

 

 

  

 

 

（１）子育てへの手助け  ①母親からの手助①母親からの手助①母親からの手助①母親からの手助けけけけ    子どもが３歳になるまでの間、妻の母親からの手助けが「日常的にあった」の割合が16.5％、「ひんぱんにあった」の割合が29.4％で、前回調査に比べ、手助けがあった割合（「日常的にあった」と「ひんぱんにあった」の合計）は45.9％と上昇する一方、「ほとんどなかった」及び「ときどきあった」の割合は低下している。 パートナー（夫）の母親からの手助けが「日常的にあった」が10.2％、「ひんぱんにあった」が13.1％で、手助けがあった割合は23.3％となっており、妻の母親からの手助けがあった割合に比べ低い。 【図表5-1-1① 妻の母親からの手助け】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 【図表5-1-1② パートナー（夫）の母親からの手助け】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.338.6 31.332.5 13.110.3 10.211.6 3.83.8 3.24.3Ｈ25県調査(n=1,645)Ｈ20県調査(n=904)
ほとんどなかった ときどきあったひんぱんにあった日常的にあったすでに亡くなっていた無回答

(%)0 20 40 60 80 100

15.420.8 31.734.0 29.424.2 16.514.6 3.63.8 2.73.2Ｈ25県調査(n=1,645)Ｈ20県調査(n=904)
ほとんどなかった ときどきあった ひんぱんにあった日常的にあった すでに亡くなっていた無回答

(%)0 20 40 60 80 100※子どもがいる初婚どうしの夫婦の妻 
 

※子どもがいる初婚どうしの夫婦の妻 
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58.266.6 35.329.2 3.02.8 1.43.4Ｈ25県調査(n=761)Ｈ20県調査(n=359)
３名以上はいる １～２名いるいない 無回答

(%)0 20 40 60 80 100

②②②②母母母母親親親親からの手助けの有無別からの手助けの有無別からの手助けの有無別からの手助けの有無別    子育ての子育ての子育ての子育ての心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感心理的・精神的な不安・負担感    妻もしくはパートナー（夫）の母親からの手助けがある妻は、そうでない妻に比べ、子育ての心理的・精神的な不安・負担を感じている割合（「まったく感じる」と「どちらかといえばそう感じる」の割合の合計）は低い。（母親の手助けあり：48.5％、母親の手助けなし：54.4％） 【図表5-1-2 母親からの手助けの有無別 心理的・精神的な不安・負担感】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てに関する相談・情報入手の状況  ①子育てに関する相談相手①子育てに関する相談相手①子育てに関する相談相手①子育てに関する相談相手      子育てに関する相談相手が「３名以上はいる」の割合が58.2％で、「１～２名いる」（35.3％）、「いない」（3.0％）の割合を大きく上回っている。前回調査の結果に比べ、「３名以上はいる」の割合は8.4ポイント低下し、「１～２名いる」の割合は6.1ポイント上昇している。 【図表5-2-1 子育てに関する相談相手】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 

14.016.6 34.537.8 33.131.6 18.414.1母親の手助けあり(n=902)母親の手助けなし(n=434)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じないまったくそう感じない

(%)0 20 40 60 80 100※子どもがいる夫婦の妻 ※「母親の手助けあり」は、第１子が３歳になるまでの間、夫婦それぞれの母親からの子育てに対する手助けが「日常的にあった」「ひんぱんにあった」のいずれかを回答した者。「母親の手助けなし」は「ほとんどなかった」「すでに亡くなっていた」のいずれかを回答した者 
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②子育てに関する相談相手の有無別②子育てに関する相談相手の有無別②子育てに関する相談相手の有無別②子育てに関する相談相手の有無別    子育ての心理的・精神的な不安・負担感子育ての心理的・精神的な不安・負担感子育ての心理的・精神的な不安・負担感子育ての心理的・精神的な不安・負担感            子育てに関する相談相手の人数が多い妻ほど、子育ての心理的・精神的な不安・負担を感じる割合は低くなっている。  【図表5-2-2 子育てに関する相談相手の有無別 心理的・精神的不安・負担感】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６歳未満の子どもがいる夫婦の妻 ※無回答を除く 
10.215.7 43.5

30.3 41.4 21.7
38.6 31.726.1

21.011.28.7
３名以上はいる(n=433)１～２名いる(n=268)いない(n=23)
まったくそう感じるどちらかといえばそう感じる どちらかといえばそう感じないまったくそう感じない

(%)0 20 40 60 80 100
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 ③③③③子育てに関する子育てに関する子育てに関する子育てに関する情報の入手先情報の入手先情報の入手先情報の入手先      末子の年齢に関係なく、「友人・知人」の割合が最も多く、差はほとんどない。次いで「親・祖父母・親戚」の割合が多いが、末子の年齢が２～３歳児の母親の割合が他の年齢区分より低い。「幼稚園」や「学校」の割合は末子の年齢が４～６歳児の母親の割合が他の年齢区分より高い。 末子の年齢が０～１歳児の母親は、「民間の子育て情報誌」（23.9％）や「地域子育て支援拠点（子育て支援センター、子育てひろば）」（23.2％）「民間の子育て関連サイト」（18.3％）、「行政の子育て関連サイト」（9.2％）の各割合が他の年齢区分に比べ高い。 【図表5-2-3 末子の年齢別 子育てに関する情報の入手先】（複数回答）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.223.923.221.120.819.7
12.09.28.83.51.44.21.8

44.9
22.020.1

12.212.62.4 20.12.40.82.81.6

80.850.212.910.0 45.424.0
8.1
7.73.0 48.31.81.52.62.6

79.2

18.315.8

77.2
15.718.5 37.4

13.416.615.1

0 20 40 60 80 100(MA%)友人・知人親・祖父母・親戚民間の子育て情報誌地域子育て支援拠点（子育て支援センター、子育てひろば）幼稚園保育所行政発行の広報誌・印刷物民間の子育て関連サイトパートナー（夫）子育てサークル行政の子育て関連サイト学校民間の子育て情報メール配信行政の子育て情報メール配信その他特に情報を入手する必要はない ０～１歳(n=284)２～３歳(n=254)４～６歳(n=271)※６歳までの子どもがいる夫婦の妻 
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今今後後必必要要なな対対策策等等  ・妻またはパートナー（夫）の母親からの手助けがある妻の方が、手助けがない妻に比べて、子育ての心理的・精神的な不安・負担感を感じる割合が低いことから、祖父母による手助けの機会を増やしたり、地域での祖父母世代から子育て世代への支援を充実させる取組が必要。 ・子育てに関する妻の相談相手が減少傾向にあることから、地域における子育て支援事業など、親子支援や交流促進の取組が重要。 ・親を孤立させないためには、気軽に相談できる体制づくりと適切に支援につなぐ仕組みづくりが必要。 
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調調査査結結果果ののポポイインントト  ・６割の女性が第１子出産を機に退職しているが、仕事を辞めた理由として「家事・子育てに専念したかったから」が最も多く、「子どもが生まれ、仕事と子育ての両立が困難となったから」「職場が遠かったから」「子育てをしながら仕事を続けられる雰囲気が職場になかったから」といった理由が続く。 ・現在働いていない女性のうち、「すぐにでも、もしくは１年以内くらいに就労したい」割合はおおむね４人に１人であり、末子が「2～3歳」の妻が最も低く、末子が小学生となる頃には約４割と高くなる。一方で「就労を希望しない」女性の割合も末子が小学生となると高くなり、「就労を希望」と「就労を希望しない」が二極化していく。 ・就労を希望する女性は、約９割が「パート・アルバイト」（複数回答）での就労で、「自宅から３０分以内の職場」を希望している。また、「子どもの看護・授業参観等の際に休暇を取りやすい職場であること」、「短時間勤務ができる仕事があること」を就労の条件に挙げる女性が多い。  

６ 就労状況   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）現在の就労状況  ①妻の現在の就労状況①妻の現在の就労状況①妻の現在の就労状況①妻の現在の就労状況    就労している妻の割合は50.2％、無職（学生含む）の妻の割合は41.9％となっている。就労している妻のうち、「パート・アルバイト」の割合が26.1％で最も多く、「派遣・嘱託・契約社員」の割合（2.7％）と合わせた非正規雇用職員は28.8％、「正規職員」は13.7％となっている。 前回調査に比べ、「無職・家事」の割合が5.2ポイント低下し、「正規職員」の割合が3.1ポイント上昇しているが、非正規雇用職員の割合にはほとんど変化はない。  【図表6-1-1 妻の現在の就労状況】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者全数 
13.7
10.6

26.1
26.4

41.5
46.7

0.4
0.32.1

2.7
7.32.0

5.7
6.57.8平成25年度県調査(n=1,884)平成20年度県調査(n=982)

正規職員パート・アルバイト派遣・嘱託・契約社員 自営業主＊家族従業者・内職＊無職・家事 学生無回答無職41.9%
有職46.4% 無職47.0% (%)0 20 40 60 80 100＊Ｈ20県調査では「自営業・家族従業者・内職」が１つの項目
有職50.2%



 

- 37 - 

31.5
12.6

17.7 35.9
66.7 0.15.6 0.8 6.1

1.1
1.13.6

3.4 0.7
9.5

3.7第１子妊娠時(n=1,490)第１子１歳時(n=1,490)
正規職員パート・アルバイト派遣・嘱託・契約社員 自営業主家族従業者・内職無職・家事 学生無回答

(%)0 20 40 60 80 100
有職59.8% 無職36.6%

有職23.7% 無職66.8%

19.812.113.312.012.7 26.940.938.7 8.8
67.162.3 44.834.233.7

0.00.40.40.00.6
16.07.4

3.34.43.61.91.1
2.21.82.51.22.1

6.78.66.22.5０～１歳(n=283)２～３歳(n=257)４～６歳(n=279)７～９歳(n=225)10～12歳(n=181)
正規職員パート・アルバイト派遣・嘱託・契約社員 自営業主家族従業者・内職無職・家事 学生

(%)0 20 40 60 80 100

 ②②②②末子の年齢別末子の年齢別末子の年齢別末子の年齢別    妻の現在の就労状況妻の現在の就労状況妻の現在の就労状況妻の現在の就労状況      末子の年齢別に妻の就労状況をみると、就労している妻の割合は末子の年齢が上がるにつれ高い傾向がある。 就労している妻のうち、「正規職員」の割合は末子の年齢が０～１歳児の母親が最も高く、非正規雇用職員（「パート・アルバイト」と「派遣・嘱託・契約社員」）の割合を上回っている。末子の年齢が２歳児以上の母親では、「正規職員」の割合に比べ非正規雇用職員の割合が高く、７歳児以上の母親では「パート・アルバイト」の割合が４割で、「無職・家事」の割合を上回っている。 【図表6-1-2 末子の年齢別 妻の現在の就労状況】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③第１子出産前後の妻の就労状況③第１子出産前後の妻の就労状況③第１子出産前後の妻の就労状況③第１子出産前後の妻の就労状況      第１子妊娠時の就労している妻の割合は59.8％で、そのうち「正規職員」の割合が31.5％、パート・アルバイト等の非正規雇用職員の割合が23.8％で、無職の割合（36.6％）より高い。第１子が１歳になった時には、就労している妻の割合は第1子出産時の59.8％から第1子1歳時には23.7％までに低下し、無職が66.8％と第１子妊娠時からほぼ倍増している。第１子出産前後で就労していた妻のうち、約60％の人が出産後、退職している状況となっている。 【図表6-1-3 第１子出産前後の妻の就労状況】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※13歳以上及び年齢不詳は除く （無回答を除く）  
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19.016.729.038.740.7
57.658.3 49.226.723.7

23.425.021.834.735.6
０～１歳(n=184)２～３歳(n=156)４～６歳(n=124)７～９歳(n=75)10～12歳(n=59)

有（すぐにでも、もしくは１年以内くらいに就労したい） 有（１年より先で、就労したい） 無

(%)0 20 40 60 80 100

（２）今後の就労希望 ①①①①就労希望就労希望就労希望就労希望      現在無職の回答者の今後の就労希望について、「すぐにでも、もしくは１年以内くらいに就労したい」の割合は24.1％となっており、前回調査に比べやや低下し、「就労希望なし」の割合が上昇している。 【図表6-2-1 就労希望】          ②末子の年齢別②末子の年齢別②末子の年齢別②末子の年齢別    就労希望就労希望就労希望就労希望      末子の年齢別に就労希望をみると、末子年齢が０～３歳児の母親は「１年より先で、就労したい」の割合が６割程度を占める。「すぐにでも、もしくは１年以内くらいに就労したい」の割合は、末子年齢が４歳児以上の母親から上昇し、７歳児以上の母親では４割前後を占めている。   また、「就労希望なし」の割合も、７歳児以上の母親で高い。 
 【図表6-2-2 末子の年齢別 就労希望】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.126.6 42.344.6 29.024.2 4.64.5Ｈ25県調査(n=789)Ｈ20県調査(n=462)
有（すぐにでも、もしくは１年以内くらいに就労したい） 有（１年より先で、就労したい） 無 無回答

(%)0 20 40 60 80 100※現在就労していない妻 

※現在就労していない妻 ※無回答を除く 
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 ③③③③希望就労形態希望就労形態希望就労形態希望就労形態      末子の年齢に関係なく、「パート・アルバイト」の割合が９割程度を占める。「正規職員」は０～１歳児の母親で高く、「派遣・嘱託・契約社員」は10～12歳児の母親で高い。 【図表6-2-3 末子の年齢別 希望就労形態】（複数回答）                               
※現在就労していない妻 ※無回答を除く 

18.1
4.8
10.4

25.2

20.1
2.2

8.6

19.0
91.4

19.8
4.3
9.5

12.5

7.3
14.6

26.3
5.3
10.5

17.7
94.094.2

16.7
94.8

16.7

16.7
10.4

16.7
93.8

13.2
94.7

0 20 40 60 80 100(MA%)

全体(n=480)０～１歳(n=139)２～３歳(n=116)４～６歳(n=96)７～９歳(n=48)10～12歳(n=38)

正規職員
パート・アルバイト
派遣・嘱託・契約社員
自営業主・家族従業者

内職
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21.322.324.121.912.515.8

66.362.667.263.577.176.3

11.514.4
11.58.32.12.1

8.6
7.9 0.0

0.00.70.8
0.00.01.00.00.00.2全体(n=480)０～１歳(n=139)２～３歳(n=116)４～６歳(n=96)７～９歳(n=48)10～12歳(n=38)

15分以内 30分以内 １時間以内１時間半以内１時間半以上

(%)0 20 40 60 80 100

82.376.943.339.532.827.518.910.91.51.7

0 20 40 60 80 100子どもの看護・授業参観等の際に休暇を取りやすい職場であること短時間勤務ができる仕事があること自分の知識・能力に合う仕事があることパートナー（夫）の理解・協力を得られること保育サービス（保育所、事業所内保育施設）が利用できること放課後児童クラブが利用できること親の理解・協力を得られること事前に自分の知識・能力を高めることができることその他無回答

(MA%)(n=524)

 ④④④④希望通勤時間希望通勤時間希望通勤時間希望通勤時間      就労を希望する妻の全体では、「30分以内」が66.3％で最も多い。末子の年齢別にみても、年齢に関係なく、「30分以内」の割合が多く、特に末子の年齢が７歳児以上の母親では８割近くを占める。また、「15分以内」の割合は６歳までの母親で高い。 【図表6-2-4 末子の年齢別 希望通勤時間】                 ⑤就労の条件⑤就労の条件⑤就労の条件⑤就労の条件      就労を希望する妻の就労にあたっての条件をみると、「子どもの看護・授業参観等の際に休暇を取りやすい職場であること」（82.3％）や「短時間勤務ができる仕事があること」（76.9％）など、時間面での融通性を求める妻が多い。 【図表6-2-5 就労条件】               

※現在就労せず、今後就労希望がある妻 ※無回答を除く 

※現在就労せず、今後就労希望がある妻 
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38.645.8 35.1 35.5 5.1 4.11.14.0 1.41.3 0.01.10.70.06.0 9.6 2.58.2Ｈ25県調査(n=752)Ｈ20県調査(n=439)
結婚とほぼ同じ頃 第１子出産前第１子出産以降第２子出産前第２子出産以降 第３子出産前第３子出産以降その他無回答

(%)0 20 40 60 80 100

50.518.214.613.813.212.512.012.03.93.22.50.1 14.16.6

0 20 40 60家事・子育てに専念したかったから子どもが生まれ、仕事と子育ての両立が困難となったから職場が遠かったから子育てをしながら仕事を続けられる雰囲気が職場になかったからもともと仕事を辞めたかったから奈良県に転入し、職場が遠くなったから職場では、結婚や出産を機に退職するのが当たり前だったから出産休暇・育児休暇が取りにくい職場だったからパートナー（夫）の理解や協力が得られなかったから保育サービス（保育所等）が利用できなかったから親の理解や協力が得られなかったから子どもが小学校に入学したからその他無回答

(MA%)(n=752)

（３）仕事を辞めた時期等     ①①①①仕事を辞めた時期仕事を辞めた時期仕事を辞めた時期仕事を辞めた時期      仕事を辞めた時期は、「結婚とほぼ同じ頃」の割合が38.6％で最も多く、次いで「第１子出産前」で、第１子妊娠・出産のタイミングで退職する人も多い。  【図表6-3-1 仕事を辞めた時期】           ②仕事を辞めた理由②仕事を辞めた理由②仕事を辞めた理由②仕事を辞めた理由            仕事を辞めた理由は、「家事・子育てに専念したかったから」の割合が50.5％で最も多い。 次いで「子どもが生まれ、仕事と子育ての両立が困難となったから」の割合が18.2％で、以下、「職場が遠かったから」（14.6％）、「子育てをしながら仕事を続けられる雰囲気が職場になかったから」（13.8％）、「もともと仕事を辞めたかったから」（13.2％）などが続く。 【図表6-3-2 仕事を辞めた理由】                

※以前仕事をしていたが、現在は仕事をしていない妻 

※以前仕事をしていたが、現在は仕事をしていない妻 
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今今後後必必要要なな対対策策等等  ・現在働いていない女性のうち、約７割が今後の就労を希望しており、就労支援策の充実が必要。 ・女性が就労を継続するためには「急な子どもの看護等の場合でも休暇を取ることができる」「短時間勤務ができる」といったような、自身のライフスタイルに応じた柔軟な働き方ができる職場づくりや雇用者側のワーク・ライフ・バランスへの理解促進が必要。 ・就労を希望する女性の約９割が「パート・アルバイト」の形態で、３０分以内の通勤時間を希望しているため、女性が希望する働き方と求人条件をマッチングさせるためのきめ細やかな相談・支援体制の充実が必要。 
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調調査査結結果果ののポポイインントト  ・夫婦調査において、重要と考える子育て支援策のベスト３は、１位「小児医療体制整備など子どもの健康支援」、２位「子育てにかかる経済的支援」、３位「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」である。ただし、いずれも満足度は低い。 ・「親子を対象とした地域における子育て支援事業」は、全項目の中で最も満足度が高い。 
７ 今後の子育て支援 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）子育て支援策に関する重要度・満足度 

 ①子育て支援策に関する重要度①子育て支援策に関する重要度①子育て支援策に関する重要度①子育て支援策に関する重要度      「かなり重要である」と「どちらかといえば重要である」の割合を合わせた重要度の高い施策の上位３つは、「小児医療体制整備など子どもの健康支援」（89.8％）、「子育てにかかる経済的支援」（89.6％）、「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」（88.3％）である。 【図表7-1-1 子育て支援策に関する重要度】                       
     ※夫婦調査の回答者全数 

66.767.060.456.551.948.546.434.940.239.822.9

23.122.627.929.632.934.635.244.538.337.449.0

0.6
1.52.11.32.52.82.7

8.57.0
9.8

9.6

1.32.72.93.54.25.26.010.09.410.915.2

0.30.70.3
1.5

8.6
9.610.210.39.3
9.110.2

かなり重要であるどちらかといえば重要であるどちらかといえば重要ではないまったく重要ではない無回答(n=1,884)小児医療体制整備など子どもの健康支援子育てにかかる経済的支援子育てしやすい住居・まちの環境面での充実妊娠・出産の支援体制、周産期医療体制の充実出産・子育て後、再就職を希望する者に対する支援仕事と育児の両立の推進に取り組む事業所への支援出産・育児のための休業・短時間勤務の推進自然・社会体験、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、ｽﾎﾟｰﾂ活動など子どものための事業病児保育や休日保育など多様な保育サービスの充実保育所の新設や増築による定員増親子を対象とした地域における子育て支援事業 (%)0 20 40 60 80 100
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②子育て支援策に関する満足度②子育て支援策に関する満足度②子育て支援策に関する満足度②子育て支援策に関する満足度      「十分満たされている」と「どちらかといえば満たされている」を合わせた満足度の高い施策の上位３つは、「親子を対象とした地域における子育て支援事業」（40.5％）、「自然・社会体験、ボランティア、スポーツ活動など子どものための事業」（34.5％）、「保育所の新設や増築による定員増」（34.2％）である。 【図表7-1-2 子育て支援策に関する満足度】                           ※回答者全数 

4.42.85.62.02.02.21.32.92.42.01.7

36.131.728.627.025.724.924.518.417.214.214.2

26.130.930.233.434.434.138.333.333.735.936.7

6.58.210.512.410.613.014.617.119.619.618.3

26.926.425.225.227.325.821.228.327.128.329.1

十分満たされているどちらかといえば満たされているどちらかといえば満たされていない まったく満たされていない無回答(n=1,884)親子を対象とした地域における子育て支援事業自然・社会体験、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、ｽﾎﾟｰﾂ活動など子どものための事業保育所の新設や増築による定員増子育てしやすい住居・まちの環境面での充実妊娠・出産の支援体制、周産期医療体制の充実小児医療体制整備など子どもの健康支援子育てにかかる経済的支援出産・育児のための休業・短時間勤務の推進病児保育や休日保育など多様な保育サービスの充実出産・子育て後、再就職を希望する者に対する支援仕事と育児の両立の推進に取り組む事業所への支援 (%)0 20 40 60 80 100
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（２）保育サービスで望むこと   「待機しなくても入所できるよう、保育所の数や定員を増やすこと」の割合が60.7％で最も多い。 これに次いで「一時保育（緊急時など、一時的に利用すること）の充実」の割合が45.2％で、以下、「病児・病後児保育（風邪等の病児又は病後児を預かること）の充実」（41.7％）、「延長保育（通常の開所時間を超えて行われる保育）の充実」（37.5％）などが続く。 【図表7-2 保育サービスで望むこと】（複数回答）                        
 

※6歳未満の子どもがいる夫婦の妻 

60.745.241.737.530.528.828.420.614.213.09.32.52.04.75.3

0 20 40 60 80(MA%)(n=761)待機しなくても入所できるよう、保育所の数や定員を増やすこと一時保育（緊急時など、一時的に利用すること）の充実病児・病後児保育（風邪等の病児又は病後児を預かること）の充実延長保育（通常の開所時間を超えて行われる保育）の充実バスなどによる保育所までの送迎サービスの実施必要に応じて柔軟に行われる保育（週２～３日程度など）の充実休日保育の充実保育所と幼稚園の機能の一体化夜間保育（22時頃まで行われる保育）の充実０歳児保育の充実保育所内子育て相談コーナー（地域子育て支援拠点）の設置・拡充今のままでよいその他わからない無回答
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40.634.434.230.828.627.713.51.96.75.28.4

0 20 40 60子どもにスポーツや勉強を教える活動子育てをする親どうしで話ができる仲間づくりの活動子育てに関する悩みを気軽に相談できるような活動不意の外出の時などに子どもを預かる活動子育てに関連した情報を簡単に入手しあえるような活動子どもと遊んでくれる活動子育て家庭の家事を支援する活動その他特にないわからない無回答

(MA%)(n=1,884)

今今後後必必要要なな対対策策等等  ・子育て支援策の中で満足度が低かった項目は、「出産・子育て後、再就職を希望する者に対する支援」であり、次いで、「仕事と育児の両立の推進に取り組む事業所への支援」となっている。現在働いていない女性の約７割が今後の就労を希望していることからも、出産・子育て後の再就職支援や子育てしながら働き続けることができる職場環境づくりの推進が必要。 ・仕事と子育ての両立支援に欠かせない保育に関しては、保育所の必要な利用定員を確保することや、「病児・病後児保育」「延長保育」の充実、また、子育て支援策の中の「一時預かり」といった項目のニーズが高いため、更なる充実が必要。 

（３）あればいいと思う住民同士の助け合いあればいいと思う住民同士の助け合いあればいいと思う住民同士の助け合いあればいいと思う住民同士の助け合い   「子どもにスポーツや勉強を教える活動」が40.6％で最も多い。これに次いで「子育てをする親どうしで話ができる仲間づくりの活動」が34.4％で、以下、「子育てに関する悩みを気軽に相談できるような活動」（34.2％）、「不意の外出の時などに子どもを預かる活動」（30.8％）などが続く。 【図表7-3 あればいいと思う住民同士の助け合い】（複数回答）                           

※回答者全数 


